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● 市民プラザの存続を求める請願が趣旨採択 

 

 川崎市行財政改革第 4 期プログラムでは、「行政サービスの向上に向けた民間活用の推

進」を方針にして、ホールの統廃合を進めています。 

その一つが「市民プラザの方向性を踏まえた取組」です。 

 

取組内容は「2026 年度末を目途に現施設の利用を終了、新たな施設整備に向けた検討を進

めます。」、到達目標は「財政負担の軽減や市民サービスの向上に向けた民間活力の導入の

可能性の検討にもとづく方向性の決定」としています。 

 

 昨年 2 月に、この方針が公表されて以来、市民プラザを利用する市民から、市民プラザ

の存続を求める声が大きく広がり、今年の 2 月に 5105 名の署名を集めて市議会議長に請

願が提出されました。 

 

＜請願 36 号：川崎市民プラザの存続を求める要望に関する請願＞ 

  

請願 36 号の「請願の理由」を紹介します。 

 

「市は、川崎市民プラザを 2027 年(令和９年)３月末で閉鎖すると発表しまし た。 

大規模改修と耐震補強工事にお金がかかるという理由です。 



 

その後の整備 について、市は「同規模・機能での建て替えの検討は行っておらず、費用も

試算していない」、「今年(2025 年(令和７年))中に、施設整備の検討方法やスケジュールを

提案する」としています。 

川崎市民プラザは、橘、梶ケ谷地域の方々の多くの支援・協力があってできた施設であ

り、町内会の盆踊りや橘地区のふるさと祭りなど重要な催し物が行われる橘地域で唯一の

総合施設です。 

 

61 種類もの教室・講座が開かれ、24 万人が利用しているなど多くの市民や町内会・自治

会にとって重要な施設です。 

体育施設を利用している方からは、「プールはどうなるのか？」「体育館を利用しているサ

ークルは？」町内会からは「盆踊り、お祭り会場をどうしたら？」 「教室・講座はどうな

るの？」お年寄りからは「お風呂はどうなるの？」などの不安な声が出ています。 

 

「利用者、周辺住民、町内会・自治会の声をよく聴いて、これまで川崎市民プラザが果た

してきた機能・規模を十分考慮して、市民の要望を十分取り入れ、 建て替えも含めた川崎

市民プラザの整備と存続を要望します。」 

 

この請願には、市議会の自民党、みらい、公明党、共産党が紹介議員となり、その審議の

行方が注目されていました。 

 

＜文教委員会の請願審議は、全会一致で「趣旨採択」に＞ 

  

請願 36 号は、5 月 27 日に文教委員会で審議されました。 

質疑では各会派とも、かなり市民プラザの利用者や町会の要望を聞いているようで、「住民

の意見をよく聞いて進めてほしい」という内容の発言が多くやりとりされました。 

 

請願の採決で、 

自民党は「『継続』だが皆さんがまとまるのであれば『趣旨採択』でもよい。」 

共産党は「『採択』だが、まとまるなら『趣旨採択』でもよい。」 

みらい、公明、川崎維新、月本議員は『趣旨採択』を主張しました。 

 

協議の結果、自民党、共産党とも変更して、全会一致での『趣旨採択』となりました。 

 

＜今後の川崎市の対応に注目＞ 

 



請願 36 号は、請願文の最後で、次のように要望を記載しています。 

 

「利用者、周辺住民、町内会・自治会の声をよく聴いて、これまで川崎市民プラザが果た

してきた機能・規模を十分考慮して、市民の要望を十分取り入れ、 建て替えも含めた川崎

市民プラザの整備と存続を要望します。」 

 

川崎市の今後の対応が注目されます。（I) 

 

◆ 川崎市の水道料金値上げ提案はひどすぎないか！ 

 

＜今年 2 月、大幅値上げの答申への驚き＞ 

 

 川崎市上下水道事業経営審議委員会は 2 月、安定的な経営基盤を構築する観点では水道

料金は 36％、下水道使用料は 37％の引き上げが必要だとする提言を答申しました。 

この大幅値上げ提案に対して市民から驚きの声があがり、さっそく、値上げ中止の運動が

始まり、陳情署名活動が拡がりました。 

 

そして、川崎市上下水道局は 5 月 28 日、水道料金の改定について市議会環境委員会で報

告し、老朽化した上下水道インフラの維持管理や物価高騰に対応するため、来年 2027 年 4

月に上下水道料金の引き上げを行うとの報告を行いました。 

 

＜上下水道局の報告の骨子＞ 

 

（１）値上げについて 

 

・水道料金: 20%台前半の引き上げ 下水道使用料: 10%台前半の引き上げとする。 

水道は 24％、下水道は 14％で計算し、月に 21 立方メートル使う一般的な家庭で、1 か月

997 円、1 年間で約 12,000 円の値上げ幅になる。 

 

・2 月の提言にもとづく経営基盤の安定化と市民負担のバランスを考え、改定率を抑制し

た 

 

（２）料金の算定方法の変更について 

 

市の現在の水道料金制度は事実上、使用水量 8 立方メートルまでを基本水量とした基本料

金に使用量に応じた超過料金が課される単一料金制で、下水道使用料も同様の制度となっ



ている。 

今回の改定では単一料金制を廃止し、口径別料金制に移行。 

 

基本水量制も廃止する。 

 

（３）改定時期について 

 

来年 2027 年 4 月を予定し、今年 9 月の市議会定例会に条例改正案を提出する見込みだ

が、同時に値上げした場合の市民生活への影響も踏まえ、下水道使用料の引き上げは 2028

年 4 月以降に遅らせることも検討する。 

 

<市民の声を聞こうとしない川崎市＞ 

 

環境委員会での質疑で、「市民の声をもっと聴くべきではないか。」という議員の質問に対

する回答は「市から直接市民の声を聞く場は持たない。」「呼ばれればいつでも説明する」

「パブリックコメントはやらない。」というのです。 

 

条例案が出るのは９月議会の冒頭です。 

通常なら２週間後くらいに委員会をやって採決になります。 

 

たったそれだけの時間で市民の理解はとてもえられません。 

そして、「市民に値上げの説明はいつするのか。」の質問への回答は「９月に決まったあと

で広報紙なども出して広く説明する。」というのです。市民無視の姿勢がここまでとは！あ

きれるばかりです。 

 

＜水道料金の値上げ反対の声を一気に広げましょう。＞ 

 

2 月の答申の改定額を川崎市がそのまま提案はせず、「水道料金 36％を 20％前半」「下水道

使用料 37％を「10％前半」に圧縮させたのは、答申から広がった市民の値上げ反対の運

動です。 

 

しかし、市民は、値上げそのものが困るという声をあげているのです。 

何でも値上げされるときに市の公共料金まで値上げなんて冗談ではない！絶対にやめてほ

しい！川崎市はその声をしっかり聴くべきです。 

 

時間がありません。 



市内各地で学習会を開いたり、上下水道局の出前説明会を開いたりして、情報を広げ、署

名運動を盛り上げていきましょう。（I） 

 

 

★ お知らせコーナー 

 

① 学習会「水道料金の値上げ問題をどう考えるか」 

 講師；平岡和久氏；立命館大学名誉教授 

 6/5(金)18 時半 

 川崎市総合自治会館・大会議室 

 参加費無料 

 Zoom 配信を予定。 

 お申し込みは、info@jcp-kawasaki.gr.jp 

 主催；日本共産党市議会議員団 044-200-3360 

 

② 平和をきずく市民のつどい 

 6/7（日）10 時から 15 時 

 会場 川崎市平和館 

 記念講演 弓狩匡純さん（作家・ジャーナリスト） 

 主催 「平和をきずく市民のつどい」実行委員会 

 後援 川崎市、川崎市教育委員会 

 ※ 舞台と展示で、平和をアピールする市民のつどいです。 

 連絡先 090-1458-3102（柴田） 

 詳しくはこちら 

 

③ 教育無償化を考える講演と交流のつどい 

 「小学校給食の無償化実現！そして、その先へ」 

 講師 福嶋尚子さん（「隠れ教育費」研究室） 

 6/13（土）18 時～20 時 

 川崎市総合自治会館・会議室(JR 南武線・武蔵小杉駅下車） 

 資料代 300 円 

 主催 学校給食の無償化を求める川崎市民の会 

 連絡先 石倉博子（℡ 080-1041-9495） 

 詳しくはこちら 

 

④ ＃チェンジ川崎市政： 第 2 回  市民アクション 

mailto:info@jcp-kawasaki.gr.jp
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5755/?instance_id=428
https://newkawasaki.jp/2026/05/11/post-5758/


 6/13（土）16 時から 17 時 

 武蔵溝ノ口駅デッキ 

 連絡先 080-3248-8596（吉根） 

 

⑤ 台風 19 号多摩川水害原告団総会・学習会 

 異常気象続く中で河さ k 氏の水害対策は大丈夫？ 

 講師；中山幸男さん 元国土交通省職員 

 6/22(月)18 時より総会。19 時 15 分より学習会 

 エポックなかはら 7 階大会議室 

 詳しくはこちら 

 

⑥ ゆめシネマ「もったいないキッチン」 

 6/28 ①9 時 ②12 時 ③15 時 

 一般；1000 円 

 当日;1500 円 

 学生以下・障がい者；500 円 

 お問合せ；044-433-3003 ゆめホール 

 cinema@kawasakiyume.com 

  予告ビデオ 

  

★編集後記 

 

特別市について考えた 

 

このごろ、特別市制度について、川崎、横浜、相模原の指定都市と神奈川県や他の市町村

の意見の違いで対立している記事をよく目にします。 

先日、中原市民館に行ったときに、特別市を説明する立派なパンフをもらって一通り読み

ましたが、どんな利点があるか定かではありません。 

 

今、川崎市がやるべきことは、人口が極端に増えて、行政サービスが行き届かなくなって

いることにこそ、注力すべきではないか。 

特に現在の川崎市は、武蔵小杉周辺をはじめとする急激な人口増加に、学校やインフラの

整備、福祉サービスなどが追いついていないのが現実です。 

 

今よりさらに図体が大きくなるのは、細やかな行政サービスが低下するのでは、と逆に心

配です 

https://54078ef9-1568-43b7-8366-8d39c669c96c.filesusr.com/ugd/354c0e_da496fffb4414b07893c7b674416490d.pdf
mailto:cinema@kawasakiyume.com
https://www.cinemo.info/85m


 

特別市パンフを読んで理解できたことは 

 

「今起きている行政課題の停滞に対し、細やかな行政サービスをスムーズに行うための財

布（財源）と権限を手に入れるため」が目的のようです。 

 

なぜ「特別市」になるとサービスが良くなると言われているのか？ 

現在、市民が納めた税金の一部は神奈川県に入り、一部の大きな権限（県道や高校、大規

模な都市計画など）は県が握っています。 

 

特別市になると、川崎市は神奈川県から完全に「独立」します。 

これにより、次のようなメリットがあるとパンフでは書いているのです。 

 

しかし、本当でしょうか。 

 

・税金が 100%川崎市のためだけに使える これまで神奈川県に流れていた分の税金（年間

数百億円規模）が、すべて川崎市のものになります。 

人口急増で足りなくなっている保育園、学校の増設、高齢化が進む地域への福祉サービス

などに、ダイレクトにお金を投入できるようになります。 

 

・「二重行政」のムダが省け、判断が早くなる 「市がやりたくても、県の許可や調整が必

要で時間がかかる」という手続きがなくなります。 

川崎市の判断だけで、地域のニーズに合わせた独自のサービスをスピーディーに決定・実

行できるようになります。 

 

私には、川崎市長の傲慢にしか思えなません。 

川崎市や横浜市、相模原市が神奈川県から抜けると、県全体の税収が大きく減ります。 

 

その結果、他の市町村の行政サービスが低下し、神奈川県全体がばらばらになるでしょ

う。 

個人的には、私は神奈川県民であることに、とても親近感をもっています。 

 

そして、川崎市にないことの多くを、県内で探すことができます。海、登山、自然公園、

歴史、などなど…。 

 

今、川崎市がやるべきことは、特別市という「制度の形」をどうするかよりも、今目の前



にある「子育て支援、高校教育、医療、地域の防犯や防災」といった基礎的な行政サービ

スを質を落とさずに維持・向上させるかが最優先であるべきです。（I） 

 

 

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 
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